
セミナー開催報告 

 

『高齢化社会に向けて自転車等を活用したまちづくりセミナー』 
～これからのモビリティ政策を構築する新たな視点～ 

 
平成 23 年 1１月２１日(月)、時事通信ホールにおいて、『高齢化社会に向けて自転車等を活用

したまちづくりセミナー』を開催しました。 

 
 

【プログラム】 

『安全で快適な自転車利用環境の創造』 

             国土交通省道路局 交通安全政策分析官      柳橋則夫氏 

『交通事故の現状と自転車事故の特徴について』 

   警察庁交通局 交通企画課 課長補佐       坂倉英一氏 

『成功する自転車施策のツボ』 

   住信基礎研究所 研究理事            古倉宗治氏 

『健康対策、環境対策、エネルギー対策に有効な自転車』 

   財団法人地方自治研究機構会長（元内閣官房副長官）石原信雄氏 

『高齢者が住み慣れた土地で生活していくための支援』 

 厚生労働省 老健局振興課 課長補佐       田口悠紀氏 

『高齢社会と自転車と人間エンジン』 

   日本サイクリング協会 副会長 臨床歯科医師   加藤元彦氏 

『観光面での自転車戦略的活用あれこれ』 

   広島県呉市 産業部副部長           伊牟田真治氏 

 

【高齢者・障害者向け自転車の展示】 

  

写真上(左)：ニュークークル（㈱カワムラサイクル） 

前方向のペダル回転だけで 360 度自由に進めます。 

 

写真上(右)：ATS-20(仮称)（ブリヂストンサイクル㈱） 

展示協力(財)自転車産業振興協会 

小径低床で、高齢の方もラクラク乗れる電動アシスト。 

 

   

高齢者障害者向け自転車の

展示は、競輪の補助金を受

け、実施しました。 


